
日本の自動車の法定点検日本の自動車の法定点検

使用者が行う日常点検の

自家用乗用車、自家用軽自動車の場合

2 年ごと（初回 3年）車検

1 年ごと（定期点検）

主な日常点検項目 自動車点検整備推進協会

日本自動車タイヤ協会（JATMA）

整備工場で整備士が行う

道路運送車両法第 47条の 2
（日常点検整備）
第四十七条の二　自動車の使用者は、自動車の走行距離、運行時の状態等から判断した適切な時期に、国土交通省令で定め
る技術上の基準により、灯火装置の点灯、制動装置の作動その他の日常的に点検すべき事項について、目視等により自動車
を点検しなければならない

道路運送車両法第 48条
（定期点検整備）
第四八条　自動車（小型特殊自動車を除く。以下この項、次条第一項及び第五十四条第四項において同じ。）の使用者は、次の
各号に掲げる自動車について、それぞれ当該各号に掲げる期間ごとに、点検の時期及び自動車の種別、用途等に応じ国土交通
省令で定める技術上の基準により自動車を点検しなければならない。

エンジンルーム ウインドウォッシャーの液量

ブレーキの液量

バッテリーの液量

冷却水の量

エンジンオイル

クルマの回り タイヤ空気圧 =点検・調整

　自然漏れとパンクのチェック

　走行・気温・直射日光で変化

タイヤの亀裂

タイヤの溝の深さ

ランプ類

運転席 ブレーキペダル

パーキング・ブレーキ・レバー

ウインド・ウォシャの噴射

ワイパー拭き取り

エンジンのかかり具合

エンジンの低速・加速状態



JAF



レクサス　6 ヶ月ケア
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シビアコンディション？

ＪＡＦの日常点検  15 項目
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トヨタ

ホンダ

シビアコンディションの場合のみで法律の義務でない

法律で義務

オリジナル点検 ?= 空気圧は月に 1 度以上しないと安心できない。

安心快適点検 ?= 空気圧は月に 1 度以上しないと安心できない。



マツダ自動車

三 菱

日 産

マツダセーフチェック = なぜ、シビアコンディションチェックにしないのか ?

安心点検 = 日常 ?



スバル自動車

秋～冬の期間はその他の期間に比べ、空気圧の低下率が高まります。
それは、空気圧が気温に影響を受けるからです。
気温が低下し始める 10月から 1月にかけて注意が必要です。

9 月 :27.3 度7 月 :28.9 度

名古屋の月別平均気温　水色 : 2023 年の気温　赤色 : 気象庁 1991 年〜 2020 年　30 年間の平均気温

1 月 :5.2 度

23.7 度 18.9 度

12 月 :8.4 度

過去平均との差 10 月以外全て
過去平均より高い− 0.3 度



空気圧 = 自然漏れ + 気温変化（季節で全く違う）



ダイハツ

空気圧点検は
月に 1 度 ?

スズキ 安心メンテナンス ?= 空気圧は月に 1 度以上しないと安心できない。



プジョー

海外メーカーには、6 ヶ月（法律にはない）点検はない。



4 月 10 日　朝

気温 :6.6 度

5 月 9 日　朝

気温 :12.0 度
調整

平均気温 13.6 度
で補正 : 256kPa

平均気温 18.5 度
で補正 : 255kPa

右前輪 :251kPa　

右後輪 :240kPa 

誤差 :11kPa

おそらく調整時　

メモリの読み間違い

後輪の空気圧の原因は

右前輪 :251kPa　

左後輪 :231kPa 

誤差 :20kPa

燃費 ・ 電費 （CO2 排出量） に影響する空気圧は正確に

+6kPa -7kPa

1 ヶ月後 補正 255補正 256



100 万 Km 走行してもパンクしなくても
1m 走行してもパンクする場合もある。災害時パンク急増　

タイヤの点検　『なぜ最低月に１度』必要か ?
釘はいつ刺さるか分からない、

また避ける事も出来ない。

私の日常点検の

空気圧点検によって

パンクを見つけた時の

空気圧






